
　9月28日（月）第４回目となるキャリア講演会を開催しました。

今回の講師は株式会社WithTheWorld（WTW）の代表取締役であ

る五十嵐駿太さんです。五十嵐さんは1992年に千葉県で生まれ、

大学在籍時には硬式テニス部に所属し、テニスに打ち込む日々を過

ごしました。そんな中、いざ就職活動を前にした時、このままでは

ダメだと思い、テレビで特集された世界で活躍する人たちに会って

みようと思い立ち、著名な方々に連絡をとり続けました。すると、

そうした人たちの８割から返信があり、実際に対面し、さまざまな

話を聞いたり、新たな出会いに繋げてくれたりしたそうです。世界

を旅する中で、五十嵐さんはフィリピンのイロイロ市という街に辿

り着きます。都心部の華やかな街並みから車で１０分ほど走ると、

そこにはカラフナン村にあるサニタリーランドフィルというゴミ山

が存在します。毎日300トン以上のゴミが運ばれ、ゴミ処理が追い

つかないため、上から土を被せ続けていますが、ゴミの匂いが消え

ることはありません。そこで半年ほど村の人たちと一緒に住みなが

ら、生活の実態を知りながら、背景にある問題について学ぶことに

なりました。
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　五十嵐さんはそうした出会いや経験を通し、自分がやりたいことが何なのかを理解することとなりました。人

と人とが繋がり協力し合うことで、世界と共に社会問題を解決するというビジョンを掲げ、株式会社

WithTheWorldの設立を決意しました。創業当時はかなり厳しい時期もありましたが、そうした時期を乗り越え

今では日本中、世界中の人が繋がり、対話を通して社会課題について考える国際会議を国連と共同で運営した

り、さまざまなスタディツアーを企画運営したり、活躍の場をさらに広げています。

　高い志のもと、素晴らしい活動を展開している五十嵐さんですが、何が彼をそうさせるのでしょう。何が彼を

そこまで突き動かしているのでしょうか。住んでいる国も異なり、生きてきた背景も異なる他人のために、なぜ

五十嵐さんはそこまで一生懸命になれるのでしょうか。それはきっと、「内なる声 (Voice
Inside
You)」なの

だと思います。理屈的には無謀で、リスクだらけの未来だったとしても、それらを乗り越えられる内なる声が五

十嵐さんにはありました。その内なる声は、これまでの人生の中で出会った人たち、特に海外に足を踏み出して

出会ったフィリピンの方々、タイのチェンマイの孤児たちが、心の奥底から囁き続けているもので、どんなこと

でも乗り換えられる力に変えてくれているのでしょう。

　最後に、講演会の中で五十嵐さんが語った意思決定の方針を紹介します。これから先、さまざまな選択の時が

僕らの人生には待っています。そんな時に、胸を張って一歩を踏み出していくためにも、以下の言葉をぜひ参考

にしてもらいたいと思います。「Go Beyond
想像以上の自分になる」にも通じる考え方だと思います。

どちらが楽ではなく、どちらが楽しいか。

どちらが正しいかでなく、どちらが温かいか。

どちらが得かではなく、どちらが徳か。

どちらが損をしないかではなく、どちらが後悔しないか。
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女子バレー部　初の公式戦 城西大学と連携協定を締結

保護者の皆様へ

探究学習（2年）中間発表会
　9月30日（水）探究学習（2年）の中間発表会が開催されました。各ゼミのテー

マに基づき、問いを立て、個人やグループでの活動が行われており、その進捗発

表会となりました。1年生は2年生の活動を聞きながら、今の自分たちの探究学習

の取り組みと、来年度以降に何をしていくのかをより具体的にイメージできる場

になりました。

　生徒たちは持ち時間３分程度で、現状の進捗を伝えます。企業で言う「ピッ

チ」に近い形だと思います。１学期に描き計画したことが、そのまま活動として

できている生徒もいれば、夏休みを挟んでやりたいことが大きく変わった生徒た

ちも多くいました。悩みながら、模索しながらの活動ですが、着実に前進してい

るのではないでしょうか。

　地域探究2.0の生徒たちも、２学期からは学校の外側に積極的に飛び出していま

す。企業への訪問、飲食店へのインタビュー、新図書館の取材、市民交流センタ

ーふじざくらの訪問など、グループごとでもはや収集のつかない活動となってい

ます。多くの人と出会い、自分たちが想像もできなかったことが、きっとできる

ようになります。みんなでワクワクをこれからも作っていきましょう。

　いつも本校の教育活動に対しご理解とご協力をいただき誠にありがとうご

ざいます。２学期も早くも１ヶ月が経過しました。3年生たちにとってとて

も重要なシーズンに入っています。進路実現に向けて万全の準備をしていき

ましょう。季節の変わり目ですので体調には十分気をつけてもらいたいと思

います。１、２年生たちはそんな先輩の姿を見て、自分の学校生活を逆算的

に描いていきましょう。

＜10月の予定＞

10月20日（火）　第５回キャリア講演会（金融系）

10月23日（金）　創立記念集会

10月26日（月）　創立60周年記念式典

10月27日（火）　代休

　9月19日（土）女子バレー部が初の公式戦を行いまし

た。秋季東部地区予選大会に出場し、市立沼津高校と対戦

しました。結果は敗戦となりましたが、御殿場西高校の部

活動の新たな一歩となりました。初心者からスタートした

生徒も多いですが、谷口先生、金井先生、桑迫先生のもと

でテームとして成長を続けていきます。勝敗以上に、この

部活動を通してさまざまなことを学び成長するとともに、

自分たちの高校生活の中での大切なホームにしてもらいた

いと思います。これからも御殿場西高校バレー部を応援よ

ろしくお願いします！

　9月1日（火）御殿場西高校と城西大学は高大連携協定

を締結しました。これにより、授業や探究学習における協

働、進路実現に向けたキャリア教育、部活動を中心とする

課外活動のサポートなど、さまざまな連携をしていくこと

となりました。現在、城西大学には本校の卒業生が２名在

籍しており、今年の箱根駅伝のメンバーに選出されること

が濃厚な選手もいます。これからもさまざまな領域で、お

互いの学校の活動をさらに魅力的なものとし、生徒たちの

学びを充実させていきたいと思います。
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